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✔✔ 外国為替市場外国為替市場

※各為替レートの2015年末の終値を100として指数化しています。※週次データを用いています。 
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◎おもな出来事 
・FOMC：1年ぶりとなる政策金利の0.25％引き上げを決定した。メンバーの政策金利見

通し（中央値）によると、2017年は3回の利上げが見込まれていることが明らかになった。

FRB議長は次期政権下の経済・物価動向を見極めつつ、利上げペースを調整する考え

を示した。・経済指標：米国では、11月の小売売上高が市場予想を下回る伸びにとど

まった。日本では10月の機械受注（船舶・電力を除く民需、前月比）が市場予想を上回

る伸びとなった。12月の日銀短観によると、大企業製造業の業況判断指数が前回調査

から改善した。中国では11月の小売売上高が市場予想を上回った。トルコの7～9月期

実質GDP成長率（前年比）は、クーデター未遂事件の影響からマイナスとなった。・中央

銀行：日銀は超長期国債買い入れを前回から増額したほか、異例となる買い入れの予

告も行った。政策金利については英国とインドネシアで据え置かれた。メキシコ中央銀

行は通貨安に伴うインフレ圧力に対応し、市場予想を上回る幅の利上げを決定した。・

政府：イタリアでは、不良債権問題から経営難に陥っている銀行に対して政府は支援

の用意があるとの報道があった。株式市場では大手銀行の株価が大幅に上昇。・その

他：OPEC非加盟の主要産油国は、OPECとの協調減産で合意した。原油相場は上昇し

て始まった後、もみあいとなった。 

✔外国為替相場の動き 
米国において2017年の利上げペースが加速するとの見方が広がったことから、米国・ド

ルは主要国通貨および新興国通貨に対して概ね上昇 
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